
． ”
一
一
一
』
』
嘲
け
岬
貯
”
は
中
』
剛
蜘

‐べ‐‐
行
一
』
“
″
一
い
な
一
制
取‐ の
嘲
刊
”
一　
一

類
‐‐の
―‐
中
器
量
の

―人
■
付
け
●
２
を
勉
む
ヽ
き
Ｌ
」
Ｌ
あ
ヶ
■
■

‐‐
矢
‐‐彦
九
郎
は
榊
一

■
■
一
一
の
力
‘
，
■
確
ぼ
武

‐
田
氏
に
４
公
ｔ
．■
■
を
勘
●
一
〓
な
の
で
，
一
一
一

■
肝
冊
一
■
＝
一
一
し
一
状
態
に
か
つ
た
、
一
で
武‐
田
贄
ぽ
彦
ガ
＝
に
●
一
■
一

の―地
を
幅
ｔ
ヽ
一
政
所
戦
を
復
興
す
べ
き
を
命‐じ
ｔの
で
■
る
一
＝
Ｌ
て
来
ｉ
一

■
４
に
は

「
大
政
一
Ｉ
ι
ｔ
ｉ
寺
畿
■
貫
文
ら
分‐
，
田
透
ル
０
内
‐‐
に
於
一
■
し
一

‐‐
下
一
一
一

，
日
瑚
一つ
奸
ぐ
＝
一
■
蓮
■
＝
＝
一
べ
き
つ
旨
．
仰
＝
‘
．一
一
一

，

・也
↓
■
で
件
の
如
じ
。
一
柳
十
二
胡
十
二
日
、
吉
＝
左
近
勘
之

，
一
る
●
■
貫

・

で
あ
つ
た
一
卜
知
ら
れ
、
ま
た
本
一
貢
ど
＝
ι
は
、
別
人
‐一‐―こ‐総
ｉ
一ぎ
．‐れ‐
‘

‐‐
場
一

一
一
一

が
あ
っ
た
事

‐
も
判
る
０
一　
　
　
・
　

　

一　
　
　
　
　
・一　
．
．　

　

・一●
．
　

．

普
通
の
憬
＝
一
・に
―於‐てば
、
体
年
貢
■
一
う
セ
ヽ
一
く
一
船
状
＾
Ⅷ
■
一
）
一

の
し
た
得
＝
一
ｔ
が
―‐、．
段
は
船
人
か
ら
、
儀
一
一
一
■
●
御
＝
ｔ
‐、―舶
ス
せ
一・

ね
ば
な
ら
な
が

，
こ
，
こ
汗
一一
地，
■
賦
課
，
一
■
と
し
て
い
当

‐
然‐

‐
の―
専
一
ゆ
る
　
一

但
し
給
人
σ
経
歴
や
ォ
績
に
よ‐
り
，
其
の
金
設
或
―は―
一
■
卜
■
■
一
〓
れ
る
■

が
あ
，
た
、
例
え
ば
千
野
文
書
」
　
　
　
　
　
　
．．
　
　
　
　
．
．　
・　
　
　
・
一

珈
一締
蹄
詩
＝
聾
ト

で
件
の
如
し
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一

出
し
置
く
者
也
■
”

南

向

村

，
被
一官
一資
一料

被
官

０
語
一２
現
一わ
一れ
る

■
〓

―
‐
の
一事
例

恥
魃
締
岬舗
製̈
雲
翻
琳
つ̈
製
弓
輔
一
編

書
耐
百
肛
０
叶
繭
清
研
ざ
汁
耐
鵡
Ｓ
〔
弩
。
咄
苓
詰
球
↑
○
翠
騨
悦
”
専
ざ
乳
ン
市
掛

．
用
爾
＝
沈
（
鴨
け
，
飾
０
う
Ｊ
ｓ
熙
ヽ
。
回
降
回
ゆ
国
珊
鍬

下
‐一一一●
平
一●
一加
●
賀
●
雄

ｈ
“一一鯨
襲
』
申期
理
囃
「一一一疇
琳
「南 Fl村 の被官資料一、二 J

‐127.‐
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奇
耐
百
牌
０
鴨
繭
蒲
映
ざ
沖
嚇
佃
ゞ
〔
）
。
Ｎ
奇
詰
米
＝
０
訓
設
ヽ
針
■
ざ
碑
ノ
嚇
蝉

・
用
爾
♯
う
〔
呼
針
τ
飾
ゆ
う
ｙ
ｓ
”
■
。
回
日
□
が
国
珊
論



咄
寄
詰
百
胆
０
嗅
部
清
映
ざ
汁
耐
桐
Ｓ
〔
）
。
喘
寄
繭
峠
鵠
〇
卍
鞘
悦
中
■
ざ
再
ン
離
州

・
日
前
柵
境
（
叶
針
５
飾
ゆ
湧
伊
）
熙
ヽ
。
図
日
回
ゆ
因
珊
器
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一」″一一″一一にｒ一一ｒ一一．一一一一一一， 一， 一一， Ｆ″」、」ｒ・

一件
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一・　
一●
一
一　
．

天
Ｉ
十
年
■
年
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
家
康
（花
押
）

七
月
甘
六
日
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
一

知
久
ｔ
郎
殴
　
　
　
　
　
　
　
・

家
ヽ
か
ら
■
端
さ
れ
た
本
領
六
千
賞
文
と
い
，
●
一
北
は
河
野
村
か
ら
、
南

は
南
山
ま
で
の
竜
東
分
村
々
と
竜
画
‐の
飯
沼
ｒ
黒
■
と
Ｌ
光
■
の
上
野
の
、
後

０
こ
万
在
Ｅ
度
の
，―‐‐地
で
し
た
。
（
「知
久
■
■
」
）

（包
紙
ウ
ハ
書
）

「本
領
六
千
と
村
付
書
付
一
通
」

知
久
本
価
村
■
之
撹

（原
文
は
縫
■
一
村
づ
ヽ
列
記
し
で
あ
り
）

川
野
村
　
田
村
々
　
林
村
　
供
野
村
　
肛
雌
村
　
小
川
村
　
＝
久
憫
村
　
虎

岩
村
　
知
久
平
行
　
曹
饉
村
・
か
、
狙
社
　
粕
隈
村
　
．南
原
＝
・　
衿
日
一
一

下
柑
々
　
な
ら
ヽ
村
　
ま
き
平
村
　
を
し
な
村
　
雲
拇
村
　
メ
壼
扱
■
●

‐た

し
か
ら
村
　
い
も
の
平
村
　
野
池
村
　
米
川
村
　
一法
泉
寺
村
　
米
■
ね
村

尾
林
村
　
石
林
村
　
安
土
村
　
企
野
村
　
は
ん
だ
付
　
け
ろ
く
ほ
村
　
摯
ぐ

ほ
村
　
八
郎
く
ら
村
　
下
大
か
う
り
村
　
柳
本
か
く
ほ
村
　
ち
ん
の
く
ほ
付

百
圏
村
　
上
人
か
つ
り
村
　
う
っ
さ
ゎ
村
　
飽
嶋
村
　
川
嶋
村
　
く
ろ
ミ

村
　
か
ら
か
さ
村
　
高
町
村
　
い
ほ
ふ
し
ど
村
　
く
ゎ
と
ら
す
村
　
ひ
ら
の

村
　
ぬ
た
の
ゎ
た
村
　
■
嶋
田
村
　
か
き
の
村
　
ま
ん
ば
村
　
在
京
村
　
た

も
と
村
　
の
ふ‐
村
　
市
場
村
　
ち
や
わ
ら
対
　
新
井
村
　
小
樅
含
村
　
大
Ⅷ

南

向

村

の

被

官

資

料

五

被
官
の
足
を
洗
う
身
代
金
十
二
両
な
り

其
の

一
　

一
札
之
事

其
方
は
代
々
我
等
彼
官
に
候
所
、
此
度
隙

ハ
い
と
ま
）
差
週
し
候
、
之
に
依

て
其
方
家
内
残
ら
ず
の
者
身
代
金
十
二
両
た
し
か
に
詰
取
申
候
．
然
る
ｔ
は
村

一
は
勿
論
何
方
に
て
査
自
姓
漱
綱
ｔ
て
樅
せ
も
う
イも
構
撫
２
候
。
衣
類
着
用
の

風
は
村
方
Й
に
准
し
潤
用
い
中
す
●
ぐ
よ
。
然
れ
ど
も
此
求
ｔ
当
家
ｔ
，
ｔ
ふ

れ
わ
が
ま
ま
等
こ
れ
ぁ
る
は
じ‐
く
に
。
上
方
ｔ
で
も
実
意
秘
以
て
一
，―．
一
一
刊

中
候
。
為
後
日
依
雨
ｍ
■
一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
一
一

事
莉
光
西
■
十
ｉ
ル
一

．．　
　
　
　
．
　

■
人

バ
＝
）
　

一　
一一
．
　

一一

（略
〉
カ
ヘ
　
　
　
　
　
　
・
一
一
・　
　
・●

一
右
丈
意
之
遊
け
少
し
も
相
迎
ご
ま
一な‐‐‐‐‐く
よ
一
そ
の
た
め
我
・等
一訛
欄
敬
一
ｉ
ｔ
・

一　

・　

　

　

　

・
　

・・
一一
一一一一一．一一一一一一一一一・一一一一．●

天

Ｉ

ｌ

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

．

・
　

　

一
一
　

一

　

一

一●

●

八
月
十
二
日
　
　
　
　
米
印
　

＾
印
文
Ｌ
掘
徳
」
）

一・家
凛
　
　
　
・
一

下
怒蜘
は曖
段　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
・　
　
　
・一・

僣
州
の
旧
族
を
取
■
て
た
の
は
、
家
康
を
■
と
↓
て

，
洒
井
、
大
‐久‐
‐保
等‐
０

従
策
一
あ
つ
た
と
い
え
ま
し
ょ
ぅ
。
天
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
■
０
■

■
に
一
卜
で
も
、
伊
那
に
於
い
て
も
旧
族
の
栄
え
一
年
一
で
ル

‐‐
た
一
，
が
で
そ

れ
ら
が
一
●
ま
■
●
に
な
る
一
及
ん
で
、
次
換
一
＝
さ
れ
■
五
年
償
ま
で
ｔ
ｔ

と
ん
ど
ボ
■
＝

，
一ち
＝
族
０

１人‐を
は
消
え
去
る
に
＝
り
一
し
た
●

（続
ぐ
）

一
・　
　
　
　
一　
　
・　
　
一　
　
＾
筆
者
一
飯
蒻
市
下
久
堅
）

下

平

力宙

賀

雄

候
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・一　
　
　
・
　

・・　
　
　
　
　
．
●
●

一‐‐‐――‥‐‐
―‐１・越
れ
れ
脇
諭Ｆ

■
●
一一一一一●
卜
一一一卜Ｆ
一鷹
証
卜
一一＝
に
階
帖
馘

‖

図
書
嚇
百
脚
０
叶
繭
蒲
叫
ざ
沖
耐
桐
Ｓ
〔
〕
・
珊
奇
詰
峠
＝
〇
型
部̈
ヽ
針
専
ざ
再
′
赫
理

・
目
ｍ
＝
湧
（
“
燿
τ
飾
０
う
ｙ
ｓ
沖
嗜
・
回
円
回
ゆ
図
珊
譜



咄
苓
耐
百
肘
０
馘
市
蒲
“
ざ
汁
繊
枷
Ｓ
（
ヽ
。
Ｎ
寄
舗
球
＝
０
響
搬
湧
中
ｑ
ざ
Ｌ
ン
飾
掛

・
日
前
＝
沈
〔
”
針
ｆ
飾
ゆ
境
む
ゞ
汁
ヽ
・
回
降
回
ゆ
国
珊
轟



■

●|||

一一嘲↑輝申脚料“」に」に」に〓〓・一一一一Ｆ一ｒｉ」には」一一

の
所
を
汁
出
し
響
済

ｏ　
地
頭
阻
屋
人
■

修
覆
御
量
政
Ⅷ
小
ム
■
一
人
宛
年
ス

ヶ
　
大
銀
　
責
綿
　
ｒ
　
＝
　
薪
　
釉
　
業
　
晟
　
菰
　
撻

　

・
―二
納

，
　
人
別
は
多
ぃ
が
祉
官
は
無
高
　
・迎
主
の
＝
飢
を
耕
作
　
ま
た
Ｉ
鹿
迫
を
す

る
　
他
へ
本
公
し
た
リ
　
ロ
犀
■
仕
■
●
た
，
一他
出
不
在
故
急
場
の
間
に

合
わ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

６
　
小
渋
川
筋
Ｉ
里
余
松
本
御
用
木
＝
下
し
の
節
は
椰
夜

「
ぁ
一
」
硼
ぃ
を
し

八
カ
所
の
橋
勁
人
■
の
要
る
こ

‐と前
記
の
雌
り
　
　
　
　
一

つ′　
北
に
諸
田
切
川

南
に
松
川
０
荒
川
の
あ
る
ｔ
ど
・　
葛
慟
前
天
流
川
渡
船

剛
人
足
の
こ
と
同
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
・一　
一・

３
　
天
流
川
筋
田
地
年
力
流
失
　
文
化
四
抑
年
国
役
■
■
を
ゃ
―っ
て
ヽ
ら
っ
た

松
贈
・駄
科
の
水
田
と
条
里
制

一　
松
尾
毛
賀
地
区

の
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
・

飯
田
市
松
尾
、
毛
賀
と
云
っ
た
と
こ
ろ
は
、
座
光
寺
、
竜
一
一
一
２
襴
一
‐ょ

一一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

．
．．一．．．．一．一・．．．一．．．一一一・一一一．一一・一一．一・．一一・一．一．．一・一一．一一一一．・一一．一．．一・．一一一一・一一一一一一

・一・
一
．・・一一一一・．一一一一一一一．．一一一一・
．一・．．一・

時
代
人
が
そ
の
近
く
に
よ
い
経
営
を
し
て
い
た
こ
と
，
Ｆ
祭
■

‐き‐
る
●
一
あ‐
る

つ
ま
り
ヽ
六
世
紀
―■
な
っ
て
急
に
出
現
し
た
＝
集
小
古
墳
は
、
農
村
共
憫
継
り

分
解
に
よ
ぐ
、
社
会
構
造
の
役
動
を
物
語
る
も
ら
で
あ
ろ
う

＾
東
大
ヽ
日

‐本
＝
一

た
講
座
）
と
云
う
議
論
も
あ
る
ほ
ど
、
社
会
的

・
政
治
約
に
大
き
な
変
化
ψ
わ

っ
た
―――
に
と
云
ゎ
れ
、
市
■
の
築
か
れ
た
時
代
に
続
い
て
来
る
万
業
つ
時
代
を

な
る
と
、

言
出
し
は
誰
が
苫
な
る
か
小
山
田
の
市
代
水
の
中
掟
に
し
て

紺
つ
け
ば
輝
る
我
が
手
を
今
宵
も
か
殿
の
稚
子
が
取
り
て
嘆
か
む

と
、
此
の
時
代
と
な
る
と
、
社
会
も
よ
う
や
く
統

一
さ
れ
、
公
民
は
苗
代
を
作

り
、
砧
を
格
い
て
い
た
こ
Ｌ
も
判
る
の
で
あ
っ
て
、
ざ
き
に
座
光
寺
、
飯
沼
北

陛
に
於
て
記
し
た
よ
う
に
、
■
墳
時
代
か
ら
引
続
い
て
や
，
て
来
た
と
考
え
ら

れ
る
。
条
麟
出
が
、
古
墳
の
多
い
此
の
地
域
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。な
お
比
の
肛
城
は
北
に
＝
川
が
流
れ
、
南
に
毛
賀
沢
川
に
ま
っ
て
競
せ
ら
れ

・て
い
る
と
云
，
た
地
域
て
み
る
が
，
両
方
に
名
古
熊
、
八
縣
油
、
ス
幡
原
な
ど

の
策
一段
魔
か
ら
東
南
に
何
段‐
か
，
段
ｉ
を
経
，
、
天
一冊
川
に
続
い
て
い
略

ど
れ
，
た
と
こ
み
で
ヽ
第
∵翼
ｉ
下
に
当
な
世
諄
寺
か
ら
、
入
雌
，
‐‐市‐一
一
一

・ｒ
一
一
い
る
第
二
殷
ｉ
、
そ
一一
下
揆
，
‐羽根
工
、
本
下
守
祇
ｉ
Ｗ
一
一
つ
い
・一

憮

懺

蝶

輔

一艦

一
一
い
¨
憾

情
を
こく
め
いに写
し綴
てぃます
０‘ｔ
‘一
述，て
，
一一一一一
一一
一

＝副障］脚̈疇剛「岬けど‐ノには一‐れ‐と」”̈」一”””一一一一「「

人
の
語
る
当
時
の
国
想
な
ど
本
村
史
料
文
誂
以
外
の
モ
一
は
描
雌

‐
し
‐一
■
ザ
一

貧
一、
あ
ヽ
景
）
　

　

＾
筆
者
．
坤
＝
■
人
■
北
沐
■
〉

・一

村

沢

武

夫

う‐に
、
古
雌
ヶ多‐卜
と
‐ころ
で‐ヽ
首
野
の
多
い
と
云
う
こと
はヽ
こ
‐うル
■
地

域
が
そ
０一ば
ヽ
に
無
Ｘ
し
て
ｔ、―
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
物
輛
‐‐‐る一‐‐と哄
一
一
一
響
一
一
占
肛

一
，

燎
灘

ず
輪

「
″
四
０
「
中
い
一
い
榔
卿
一
一
ユ
「
一
一
い
¨
一
口
¨
「
申
人‐地“
”
一一
」
一
一
・

Ｌ
維
静
を
し
一
い
た‐
‘
う
こ
と
も
懲
佐
■
来
●
，
で
あ
る
『
　
　
・一　
　
　
．

な
お
こ
の
地
域
は
い
か
つ
て
こ
の
紙
■‐
ｒ
一
一
た
●
ど
０
１ぁ
る
．
‐座
■
一
，

一

古
墳
分
布
状
態
の
ょ
く
似
て
い
な
ｔ
ｔ
，
あ‐る
一
と
云
“
●
億
■
■
「̈
一
場
綸
一

●
古
市
場
、
畦
地
下
、
高
田
．
肛
■
彙
一
Ｆ
壼
肛
‐‐
と‐‐■
一
■
■
一
，
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